
母
は
神
祇
伯
棟
貞
女
）
、
貞
辰
親
王

（四
品
。
母
は
女
御
藤
原
佳
珠
子

か
）
、
貞
数
親
王

（四
品
。
母
は
中
納
言
在
原
行
平
女
）、
貞
真
親
王

（三
品
。
母
は
斎
宮
頭
諸
藤
女
）、
貞
頼
親
王

（四
品
。
母
は
木
工
允
藤

原
直
宗
女
）
、
源
長
猷

（従
三
位
。
母
は
賀
茂
氏
越
中
守
琴
雄
女

（ま
た

は
大
野
鷹
取
女
》
、
源
長
淵

（従
四
位
上
。
母
は
大
野
鷹
取
女
）、
源
長

璽

（従
三
位
。
母
は
信
濃
守
佐
伯
子
房
女
）、
源
長
頼

（正
四
位
下
。
母

は
大
野
鷹
取
女
）、
源
載
子

（母
は
神
祇
伯
良
近
女
）
が
い
る
。
子
に

宮
内
卿
従
四
位
上
源
国
淵
が
い
る

（『本
朝
皇
胤
紹
運
録
し
。

貞
元
親
王

さξ
ｔ
お
う

第
五
十
六
代
清
和
天
皇

（嘉
祥
三
年

（八
五
〇
）～
元
慶
四
年

（八

八
〇
こ

の
皇
子
。
四
品
。
閑
院
と
号
す
。
【生
没
】
？
～
延
喜
九
年

（九
〇
九
）
十

一
月
二
十
六
日
。
【系
譜
】
母
は
参
議
藤
原
仲
統
女
。

兄
に
第
五
十
七
代
陽
成
天
皇
、
貞
固
親
王

（三
品
。
母
は
治
部
大
輔

橘
体
蔭
女
）
が
い
る
。
弟
に
貞
平
親
王

（三
品
。
母
は
神
祇
伯
良
近

女
）、
貞
保
親
王

（二
品
。
母
は
皇
太
后
藤
原
高
子
）、
貞
純
親
王

（四

品
。
母
は
神
祇
伯
棟
貞
女
）、
貞
辰
親
王

（四
品
。
母
は
女
御
藤
原
佳
珠

子
か
）、
貞
数
親
王

（四
品
。
母
は
中
納
言
在
原
行
平
女
）、
貞
真
親
王

（三
品
。
母
は
斎
宮
頭
諸
藤
女
）、
貞
頼
親
王

（四
品
。
母
は
木
工
允
藤

原
直
宗
女
）、
源
長
猷

（従
三
位
。
母
は
賀
茂
氏
越
中
守
琴
雄
女

（ま
た

は
大
野
鷹
取
女
と
、
源
長
淵

（従
四
位
上
。
母
は
大
野
鷹
取
女
）、
源
長

堕

（従
三
位
。
母
は
信
濃
守
佐
伯
子
房
女
）、
源
長
頼

（正
四
位
下
。
母

は
大
野
鷹
取
女
）、
源
載
子

（母
は
神
祇
伯
良
近
女
）
が
い
る
。
子
に

源
兼
忠
、
源
兼
信
が
い
る

（『本
朝
皇
胤
紹
運
録
し
。

貞
平
親
王

さ５
ｔ
お
う

第
五
十
六
代
清
和
天
皇

（嘉
祥
三
年

（八
五
〇
）～
元
慶
四
年

（八

八
〇
と

の
皇
子
。
三
品
。
【生
没
】
？
～
延
喜
十
三
年

（九

一
一こ

二
月
六
日
。
【系
譜
】
母
は
神
祇
伯
良
近
女
。
兄
に
第
五
十
七
代
陽

成
天
皇
、
貞
固
親
王

（母
は
治
部
大
輔
橘
体
蔭
女
）、
貞
元
親
王

（四

品
。
母
は
参
議
藤
原
仲
統
女
）
が
い
る
。
弟
に
貞
保
親
王

（二
品
。
母

は
皇
太
后
藤
原
高
子
）、
貞
純
親
王

（四
品
。
母
は
神
祇
伯
棟
貞
女
）、

貞
辰
親
王

（四
品
。
母
は
女
御
藤
原
佳
珠
子
か
）、
貞
数
親
王

（四
品
。

母
は
中
納
言
在
原
行
平
女
）、
貞
真
親
王

（三
品
。
母
は
斎
宮
頭
諸
藤

女
）、
貞
頼
親
王

（四
品
。
母
は
木
工
允
藤
原
直
宗
女
）、
源
長
猷

（従

三
位
。
母
は
賀
茂
氏
越
中
守
琴
雄
女

（又
は
大
野
鷹
取
女
し
、
源
長
淵

（従
四
位
上
。
母
は
大
野
鷹
取
女
）、
源
長
璽

（従
三
位
。
母
は
信
濃
守

佐
伯
子
房
女
）、
源
長
頼

（正
四
位
下
。
母
は
大
野
鷹
取
女
）、
源
載
子

（母
は
神
祇
伯
良
近
女
）
が
い
る
。
女
子
に

一
条
君

（京
極
御
息
所
女

一房
。
後
撰
拾
遺
集
作
者
）
が
い
る

（『本
朝
皇
胤
紹
運
録
し
。

貞
保
親
王

さ輩
ｔ
お
う

第
五
十
六
代
清
和
天
皇

（八
五
〇
～
八
八
〇
）
の
皇
子
。
二
品
。

式
部
卿
。
南
宮
と
号
す
。
【生
没
】
貞
観
十
二
年

（八
七
〇
）～
延
長
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二
年

（九
二
四
）
六
月
十
九
日
。
【系
譜
】
母
は
皇
太
后
藤
原
高
子
。

兄
に
第
五
十
七
代
陽
成
天
皇
、
貞
固
親
王

（三
品
。
母
は
治
部
大
輔

橘
休
蔭
女
）、
貞
元
親
王

（四
品
。
母
は
参
議
藤
原
仲
統
女
）、
貞
平
親

王

（三
品
。
母
は
神
祇
伯
良
近
女
）
が
い
る
。
弟
に
貞
純
親
王
、
貞
辰

親
王
、
貞
数
親
王
、
貞
真
親
王
、
貞
頼
親
王
、
源
長
猷
、
源
長
淵
、

源
長
璽
、
源
長
頼
、
源
載
子
が
い
る
。
子
に
源
国
忠
、
源
国
珍
、
基

淵
が
い
る

（『本
朝
皇
胤
紹
運
録
し
。
【歴
史

・
伝
説
】
管
弦
に
長
じ

て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
貞
保
親
王
が
桂
川
の
山
庄
で
管
弦

の
遊
び
を
し
た
時
に
唐
の
琵
琶
博
士
廉
承
武
の
霊
が
現
れ
た

（『古

今
著
聞
集
』
壬
二
こ
、
貞
保
親
王
が
用
い
て
い
た
争
に
は
奇
香
が
あ

っ
た

（著
聞
集
二
三
九
）、
花
山
院
邸
の
中
島
に
あ
っ
た
も
ち
の
本
の

下
で
常
に
笛
を
吹
い
て
い
た

（『古
今
著
聞
集
』
六
四
八
）
な
ど
逸
話

も
多
い
。

貞
純
親
王

さ与
ｔ
お
う

第
五
十
六
代
清
和
天
皇
の
皇
子
。
四
品
。
上
総

・
常
陸
太
守
。
桃

園
親
王
と
号
す
。
【生
没
】
？
～
延
喜
十
六
年

（九

一
工〇

五
月
七

日

（四
十
四
歳
莞
去
説
と
六
十
四
歳
亮
去
説
が
あ
る
）。
【系
譜
】
母
は

神
祇
伯
棟
貞
王
女
。
兄
に
第
五
十
七
代
陽
成
天
皇
、
貞
固
親
王

（母

は
治
部
大
輔
橘
休
蔭
女
）
、
貞
元
親
王

（母
は
参
議
藤
原
仲
統
女
）、
貞

平
親
王

（母
は
神
祇
伯
良
近
女
）、
貞
保
親
王

（母
は
皇
太
后
藤
原
高

子
）
が
い
る
。
弟
に
貞
辰
親
王

（母
は
女
御
藤
原
佳
珠
子
か
）、
貞
数

親
王

（母
は
中
納
言
在
原
行
平
女
）、
貞
真
親
王

（母
は
斎
宮
頭
諸
藤

女
）、
貞
頼
親
王

（母
は
本
工
允
藤
原
直
宗
女
）、
源
長
猷

（母
は
賀
茂

氏
越
中
守
琴
雄
女
か
）、
源
長
淵

（母
は
大
野
鷹
取
女
）、
源
長
堕

（母

は
信
濃
守
佐
伯
子
房
女
）、
源
長
頼

（母
は
大
野
鷹
取
女
）、
源
載
子
が

い
る
。
子
に
経
基
王
、
経
主
が
い
る

（『本
朝
皇
胤
紹
運
録
し
。
【歴

史

・
伝
説
】

一
条
大
宮
の
桃
園
池
に
住
む
七
尺
の
龍
と
し
て
人
々
の

夢
に
あ
ら
わ
れ
た
た
め
桃
園
親
王
と
号
さ
れ
た

（『尊
卑
分
脈
し
。

貞
数
親
王

さぶ
ぜ
お
う

第
五
十
六
代
清
和
天
皇

（嘉
祥
三
年

（八
五
〇
）～
元
慶
四
年

（八

八
〇
こ

の
皇
子
。
四
品
。
【生
没
】
？
～
延
喜
十
六
年

（九

一
工Ｏ

五
月
十
九
日

（三
十
三
歳
売
去
説
と
四
十
二
歳
亮
去
説
が
あ
る
）。
【系

譜
】
母
は
中
納
言
在
原
行
平
女
。
兄
に
第
五
十
七
代
陽
成
天
皇
、
貞

固
親
王

（母
は
治
部
大
輔
橘
体
蔭
女
）、
貞
元
親
王

（母
は
参
議
藤
原
仲

統
女
）、
貞
平
親
王

（母
は
神
祇
伯
良
近
女
）、
貞
保
親
王

（母
は
皇
太

后
藤
原
高
子
）、
貞
純
親
王

（母
は
神
祇
伯
棟
貞
女
）、
貞
辰
親
王

（母

は
女
御
藤
原
佳
珠
子
か
）
が
い
る
。
弟
に
貞
真
親
王

（三
品
。
母
は
斎

宮
頭
諸
藤
女
）、
貞
頼
親
王

（母
は
木
工
允
藤
原
直
宗
女
）
、
源
長
猷

（母
は
賀
茂
氏
越
中
守
琴
雄
女
か
）、
源
長
淵

（母
は
大
野
鷹
取
女
）、
源

長
堕

（母
は
信
濃
守
佐
伯
子
房
女
）
、
源
長
頼

（母
は
大
野
鷹
取
女
）、

源
載
子

（母
は
神
祇
伯
良
近
女
）
が
い
る
。
子
に
源
為
善

（従
四
位

下
。
大
舎
人
頭
）
が
い
る

（『本
朝
皇
胤
紹
運
録
５
。
【歴
史

・
伝
説
】



爾

奉

雲

機

露

薔
蹴
。
購
講
態
轍
。鰹
購
伽
鶴

鐘
階
輌欝
ｒ警
轟諄
饉
鶯．悔
鑽
議
職
等
級
熱
運
議
藪
総
禽

線
百
三
十
避
於

出
爾
圏
哺避
黒藤
悸
鸞
轟
解
警
亀
鸞
中
越
鱗
爾
懸
↓春
鷲
〓鶯

轟
千
鱗
ω灘
書
豪軍
攀
麟
〇
五
簿
菫
鸞
麟
欄

鰹
簿
士
攀
曇
難
筆
義藝
角
縄警
囲
甲
鶴
亀
”即
於
薔・購
華
門
哺購
レ繰
爾
鸞
焉
．
攀
八
縛
幸
未
ｏ
鑽
風馨
酸

闘
機
購
位
上
麟
八
等
警
難
諄
測
鐵
翻
「
響
○
十
書
震
雷
。
轟
霧
下
曲
載
霧
向

畿
韓
等
爾

在
曇爾
撫
い

眈
藤
轟
爾
縁
議
。Ａ∬
・麟
晩
翻
“鑢
優
郷○
十
三
鶴
繭
子
．議
議
二撫
驚
爾
石
餌
雛
止
翻
寺
静鶯
菫鷲
台
霧

競
報○
十
鐵
撻
丁
難
．
毅
鳥織
伊
守
機
驚
盤
Ｔ
議
朝
臣
塞
密
秦鴛
二壺
継
書
崎
撤
懺
犠
五
偉
Ｔ
源
響
鐘

鑢
鴛
塁艤
警
覇
彎
機
麗
盤
Ｔ
驚
鸞
五
鴛
躍太
學
爾
↓大
路
頸
機
菫
薇
上
議
源
攀
舞
感
育
鴛
ｏ大
麟
大
轄
哺

館
糠
薦
守

進
鐵
位
Ｔ
悪
真
懇
鴛
重大
和
守
哺
維
〓
壼
上
守
決
麟
大
輔
麟
療

機
麟
雛
朦

鴛
夢伊
警
機

守
・。願
蔵
織
下
行
濃
翼
守
轟
靭
薫
穣
欝
３量
常
陸
機
介
“
鍵
〓
難
上
行
壼
納
驚
量
俸
機
構
欄
融
麓
生

鶯
‘
上
野
介
輌機
五
機
上
懲
源
雛
巨
是
脅
篤
凛丹
渡
守
↓晨
骨
貞
観
十
七
年
八
月
盤
．雨
Ｔ
島母
齋
」解

肝警
。今
級
”響導
官
“濾
之
筆鍵
購
盤
Ｔ
密
大
和
守
源
覇
霊
顧
鱒
電儀
轟
機
守
喘懺
饉
中
縫
鷲
盤
Ｔ
機
鷹

蒻
饉
養
簿
鑢
〓饉
警
守
↓
○
十
八
菫
幸
巳
。大
楓
爾
。織
静
減
鍵
・麟
握
〓露
疇
】○
十
趣
機
歳
ｏ儀
轟伊

勢
警
角
親
麗
撥
骨
レ鑽
欝
機
鐵
諄
笥
囀式
灘
砂
麟
簾
文
章
博
士
機
五
億
Ｔ
誉
源
朝
鷹
職
轟
欝
鶏灘
次

驚

鸞

擬
奮

一
割
奮

ま
轟

孝

』
ム
・
纂
警

ナ
輔

礎

亜
礁
下
鸞
警

伊
攀
罐
番

尋

翻
撻
等

長
鴛

義
機

構
鋪

爾

長
管

興
剣
奮
豊
農

各

一
人
戦
Ｏ
警

軍

縮
爾
成

蒙
揚

尋
鷲
職

圏

燿
六

倣

上
機
着
灘

鶴
覇
薇
刊

『
の
普

麟
鶴

Ｔ
嘉

，
裁

轟
麟
鸞
需

機

甕
偉
Ｔ
糠

菫

〓
．
機

五
犠
Ｔ
薇
本

工
動

大
中

醜
朝

露
瀞
康

Ａ
等

『
藩

摯
警
伊

鍮

漁
麟
犠
呻○
鸞
轟
総
裁
番
。爾
鸞
革
肝止
。
鍵
一け壼
麟
渋
願
構
．
丹
曇
測
上
爾
灘
尋摩
〔畿
轟
驀

一
肥
“
漸
凛

農
爾
嘘轟
い
農
露
．
菫
鶴
賞
轟
畿
王
於
」鸞
警
農
」蟻
餞
針攀
栽
”
機
麟
鷲
下
奪
式
都
大
輔
策
轟
濃
圃

奪
機
欄
餞
慶
轟
侍
譲
苺小
奮
量
“襲
籠右
大
隠
轟
特
喚
喜機
五
磁
上
守
産
崚
辮
距
驀
朝
鷲
文
離
。文
蹴

饉
奮
機
五
億
Ｔ
乗
奪
大
角
記
鸞
欝
機
介
郡
翻
巨
買
番
．機
五
位
Ｔ
奪
大
淘
識
轟
田
朝
雛
蔦
撼
。盤
六

儀
鳳
警
申
湾
穏
讐
鷹
霧
議
犠
驚
響
数
人
一
令
綽鐵
ン騰
。
管
続
闘
萎
。
構
分
爾
鏑
。脇
”織
有
”麟
彙
○
骨

六
餞
轟
盤
．伊
勢
驀
湾
轟
工
歓
∵轟
森
靭
樹
哺入
中野
宙
鱗
例
於
い・懲
醸
騨
構
強確
嵐大
戦
彎
〇
昔
八
爾
幸

鼻
。伊
勢
欝
胸
親
五
期
蹂轟
議撃
灘
寮
憚
奮
麒
醜
〓於
鴨
爾
轟
即
曹
λ
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上
守
ま
少
耕
最
脅
式
嘲
ナ
輔

朦
鷹
朝
抵
策
廿
“左
遊
衡
槽
佐
従
工
位
Ｔ
離
鷹
靭
腱
篠
典
。優
五
畿
下
舎
達
島
助
職
源
朝
臣
連
並
十

二
人
一翁
〓
塵
司
『
正
三
位
行
中
約
言
彙
民
榔
抑
陸
典
山
蒻
構
築
貸
盤
糠
機
糧
衛
手
．春
雄

主
四
位
Ｔ

行
右
兵
衛
督
曇
伊
豫
椛
守
源
靭
臣
冷
．
濃
議

正
四
位
下
澱
靭
臣
穣
。
癬
麟
鱗
四
億
Ｔ
行
右
術
門
督

麟
原
朝
腫
誌
葛
。
大
蔵
卿
正
四
位
下
源
朝
臣
定
有
．
散
位
機
四
位
上
漂
靭
臣
是
貞
。
右
鷲
衛
中
辮
犠

回
位
Ｔ
爺
脅
本

〓
頭
識
厳
総
守
尋
潮
臣
正
髄
。
右

雌
衛
少
需
正
五
位
下

飛
行
越
中
守
源
朝
臣
鮎
。

右
機
海
競
篠
五
億
上
季
朝
臣
季
式
．
提
五
位
上
守
右
兵
衛
備
認
朝
臣
元
・
継
五
伐
下
青
右

馬
助
在

原
朝
麗
載
な
。
壽
院
長
官
機
五
位
下
飛
守
右

少
鉾
源
朝
腱
希
十
二
人
岱
二右
司
『
左
右
大
盤
己
Ｔ
於
・

轟
償
Ｔ

権̈
畿
定
。
選
己
跡
記
・費
「，餞
革
『
向
・
太
政
大
臣
里
第
い
職
レ之
．
其
盤
鶏
二
中
務
省
『
於
二
外
配

優
轟

“奔
難
ゅ
即
時
虚
右
将
．
春
職
〓
左
右
薔
円
府

”始
菅
ケ事
。
承
鵞
之
前
。
難
街

ヤ畿
之
睦
ｏ
な
職
ｔ
督

靭
哺
覇
豊
贈
潜

■́
」虫
Ａ
麟
一輝
）慇
賞
鷲今
月
晦

８
一
傷
駐
二停
止
罐
○
鸞
湾
職
撃
成
、灘
難
登
一締
髯
中
灘

騨
鳶
傑
穀
葛
”鴛
苺有
権
篠
司
則
営
『
書
竜
歴
八
年
麟
Ｌ

Ｔ
螂
行
式
部
卿
本
熊

紐
工
欝
二左
権
撲
司
別

営
「今
率
レ
散
。
○
十
八
日
両
予
。
授
麟
常
陸
園
正
大

位
上
獅
進
紳
翻
劉
側
「

『
０
十
九
日
Ｔ
丑
諄
。
大
＝

本

〓

Ｒ

賀

鰺

讐

四

十

九

l.

「貞保親王」 (日本三代賞録 巻第四十九、仁和 2年 6月 26日 、国立国会図書館 )
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行
。

人
辞
、　
光
彩
対
人
、　
疎
動
左
右
、　
入
子
工
信
外
国
、
悔
恨
不

及
。
窮
案
共
事
、
有
画
工
毛
延
方
、
為
人
形
、
老
少
必
得
共
真
〕
乃

棄
市
υ
Ｏ
昭
＝
服
性
死
．
挙
同
葬
之
Ｊ
胡
中
地
白
■
而
此
■
独
青
、

散
日
青
塚
。

こ
れ
は
わ
が
日
で
書
か
れ
た
洪
文
で
①
は
世
説
の
賢
媛
篤
の
注
所
引

と

一
致
す
る
、
だ
い
た
い
琴
操
に
よ
る
。
②
は
だ
い
た
い
西
京
雑
記
に

よ
る
が
、
小
共
が
あ
る
。
③
の
前
半
は
琴
操
や
楽
府
解
題
に
よ
る
が
、

後
半
は
杜
詩
分
類
集
註
や
大
明

一
統
志
に
の
べ
る
と
こ
ろ
。

晰
鏡

（
写
本
、
神
官
文
庫
蔵
）
も
洪
故
事
和
歌
集
と
と
も
に
活
字
本

が
な
い
よ
う
だ
か
い
、
そ
の
■
昭
川
の
条
を
参
考
ま
で
に
あ
げ
て
お
く
ｃ

こ
の
御
時
官
中
に
■
人
多
か
り
け
れ
ば
、
か
ず
を
つ
く
し
て
御
ら

ん
ず
る
に
な
よ
ば
ず
、
給
師
し
て
そ
の
か
た
ち
を
う
つ
さ
せ
て
そ
れ

を
御
ら
ん
じ
て
、
み
め
ま
き
も
の
を
め
し
け
り
。
し
か
れ
ば
わ
れ
も
わ

れ
も
と
絵
師
に
物
を
と
ら
せ
て
わ
が
か
た
ち
を
よ
く
か
か
せ
け
り
。

”ｐ
鰐
規

と
い
ひ
し
人
は
斉
鵬

の
シ
簾
ゥが
む
す
め

な
り
っ

年
十
七

に
て
内

へ
ま
い
り
た
り
。
も
と
よ
り
美
女
な
れ
ば
、
絵
―――ｌｊ
を
も
か
た

ら
は
ぬ
ほ
ど
に
、
わ
ろ
く
か
き
な
し
て
け
り
。
そ
の
時
に
え
び
す
よ

り
女
正

一
人
た
ま
は
り
て
后
に
せ
ん
と
申
す
に
、
上
昭
君
み
め
わ
ろ

け
れ
ば
と
て
つ
か
は
さ
ん
と
し
け
る
に
め
し
て
御
ら
ん
ず
れ
ば
な
べ

て
な
ら
ず
み
え
け
り
。

宮
中
に
と
り
て
は
第

一
な
り
。　
み
か
ど
お

ど
ろ
き
て
悔
お
ぼ
し
け
れ
ど
も
、
工
昭
湾
と
い
ふ
人
を
つ
か
は
さ
ん

ず
る
な
り
と
英
に
お
ほ
せ
ら
れ
て
け
れ
ば
、
め
し
か
ふ
べ
き
な
ら
ず

し
て
、
い
ふ
か
ひ
な
く
つ
か
は
し
て
け
り
。
工
昭
対
な
く
ノ
く
、
九
重

を
い
で
ぬ
。
み
な
人
も
日
も
あ
て
ら
れ
ず
。
の
ち
に
わ
る
ぐ
か
き
た

る
絵
師
を
ば
つ
み
せ
ら
れ
け
れ
ど
も
さ
ら
に
か
ひ
な
し
。
も
の
お
そ

ろ
し
げ
な
る
英
Ｉ
昭
君

を
う
け
と
り
て
、　
馬

に
の
せ
て
ゆ
き
に
け

り
。
し
ば
り
か
ね
た
る
袖
の
し
づ
く
ば
か
り
ぞ
、
た
び
の
そ
ら
の
と

も
と
は
な
り
に
け
る
。
さ
り
な
が
ら
も
み
ち
の
あ
ひ
だ
か
な
し
み
を

な
ぐ
さ
め
む
と
て
琵
せ
を
ぞ
ひ
か
せ
け
る
。
夷
の
城
に
て
后
と
か
し

づ
く
■
た
と
ふ
べ
き
か
た
な
か
り
け
り
。
心
う
し
と
て
も
年
月
を
ヘ

に
け
れ
ば
、
女
十
二
人
を
む
み
で
け
り
。
工
昭
＝
を
ば
普
の
文
帝
の

時
よ
り
あ
ら
た
め
て
王
明
絆
と
い
へ
り
。
文
帝
の
名
の
昭
字
に
て
あ

り
け
れ
ば
、
は
ヽ
か
り
て
か
へ
た
る
な
り
。

（
巻
四
、
第
九
主
孝
元
■
帝
の
条
）

二
十
二
番
職
人
歌
合
に
、

絵
を
か
た
り
比
巴
ひ
き
て
ふ
る
我
世
こ
そ
う
き
め
み
え
た
る
め
く

ら
成
け
れ

と
い
う

「
絵
解
」

の
歌
を
の
せ
て

「
平
家
は

入
通
の
姿
に
て
盲
日
な

り
。
絵
を
と
く
は
俗
形
に
て
離
婁
が
明
を
お
も
て
と
し
て
、
し
か
も
四

絃
を
丼
せ
り
」
と
あ
る
。
琵
驚
を
も

っ
た
盲
日
の
僧
形
―
―
琵
驚
法
師

が
も

っ
ぱ
ら
平
山
を
か
た
っ
た
の
に
対
し
て
、
琵
世
を
ひ
き
な
が
ら
絵

を
さ
し
示
し
て
説
く
盲
日
で
な
い
俗
形
も
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
レ
パ

ー
ト
リ
は
何
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
し
や
は
り
わ
が
国
の
い
く
さ
が
た

り
が
主
で
あ

っ
た
と
思
う
が
、
も
し
絵
を
前
に
し
て
そ
の
い
く
さ
が
た

り
に
は
さ
ん
で
長
恨
歌
や
工
昭
＝
の
外
国
だ
ね
の
話
な
ど
も
織
り
こ
ん

で
か
た
っ
た
と
す
れ
ば
、
か
た
ち
の
上
で
は
蜀
か
ら
１‐―、
た
女
性
の
変
文

「貞保親王」(敦爆愛文の素材と日本文学、金沢大学法文学部、川口久雄著、国立国会図書館)
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咄
寄
詰
吉
辮
０
唆
繭
薄
“
ヽ
汁
琳
佃
Ｓ
（
）
・
珊
寄
詰
峠
聡
０
畔
畔
沈
゛
ｑ
ざ
飛
ン
肺
難

．
Ｒ
前
柵
湧
（
呻
か
，
湿
０
シ
゛
５
呻
弩
。
回
日
□
０
国
珊
論

か
た
り
が
昭
君
変
を
転
じ
た
の
と
似
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

中
国
に
お
い
て
、
府
末
五
代
の
変
文
か
い
、
遼

・
金

・
宋

・
元
に
か

け
て
説
話
家
が
生
れ
、
諸
官
調

・
院
本

・
雑
劇
と
展
開
し
て
、
民
間
講

唱
文
学
の
系
統
は
、　
絵
解
き
的
な
か
た
り
も
の
か
ら
歌
丼
音
山
の
世

界
、
さ
ら
に
戯

１１１１１
へ
と
底
辺
の
深
い
、
か
つ
幅
ひ
ろ
い
変
容
と
展
開
を

示
す
よ
う
で
あ
る
が
、
奇
し
く
も
わ
が
―■―
で
も
工
昭
＝
の
物
語
絵
だ
け

に
つ
い
て
み
て
も
、
朗
詠

ｏ
今
様

ｏ
宴
山

・
舞
曲
を
経
て
、
謡
山
の
演

変
に
展
開
す
る
よ
う
で
あ
る
。

王
昭
若
こ
そ
　
か
な
し
け
れ

月
は
み
し
よ
の
　
か
げ
な
れ
ど

漢
官
万
里
思
へ
ば
　
は
る
か
な
り

胡
筒
ひ
と
こ
ゑ
　
な
み
だ
添
ふ

（唯
心
房
集
）

大
原
声
明
の
道
場
に
は
排
し
た
寂
念
の
今
様
に
、
朝
綱
の
期
詠
の
古
調

が
、
中
―――
的
変
容
を
と
げ
て
行
く
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
宴
山
、

別
紙
追
加
山
、
発
世
山
に
、

馬
上
に
愁
吟
切
な
り
し
胡
国
の
旅
、
漢
富
万
里
、
月
の
前
の
腸

と
な
り
、
さ
ら
に
朝
細
作
の
洪
詩
を
憎
我
物
語
や
魚
鳥
平
家
で
は
Ｉ
昭

粛
白
身
が
共
に
行
く
途
に
作

っ
た
こ
と
と
し
た
て
、
施
鳴
抄
で
は
懐
円

の
作

っ
た
和
歓
を
う
た
っ
た
こ
と
と
し
た
て
る
。

昭
君
を
よ
ん
だ
日
本
人
の
作
に
か
か
る
詩
歌
が
、
う
た
い
も
の
に
な

っ
て
行
く

一
方
、
昭
絆
の
名
を
も

っ
た
舞
楽
の
――――
と
し
て
も
も
て
は
や

さ
れ
る
。

一
二
二
三

（
入
福
元
）
年
狛
近
真
が
撰
し
た
舞
楽
の
間
伝
書

「
教
訓

抄
」
十
巻
は
伐
楽

・
舞
楽
の
数
を
尽
し
て
そ
の
起
源
や
演
泰
説
話
を
し

る
す
興
味
あ
る
も
の
、
そ
の
巻
六
、
大
食
調
１１‐―
の
条
に
、
工
昭
＝
と
い

う
古
楽
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

１
　
■
昭
＝
の
曲
は
明
対
と
も
い
っ
た
、
洪
元
帝
の
作

っ
た
洪
ｆ

で

あ
る
）
拍
子
十
、
又
は
人
で
あ
る
。

２
　
日
本
で
は
中
絶
し
た
の
を
南
の
官
が
尺
入
に
よ
っ
て
吹
き
伝
え

た
。

３
　
醍
醐
天
皇
が
九
二
〇

（
延
喜
廿
）
年
に
作
り
改
め
た
。

４
り
陵
¨
燎
つ 絃
嗽
凛
¶
え
ら
れ
、
竹
家
に
絶
え
た
が
、
中
院
が
絃
よ

市
の
官
貞
保
ｎ
Ｉ
が
Ｈ
木
に
絶
え
て
い
た
の
を

「
か
ば
か
り
ゆ
ゆ
し
き

め
て
た
き
も
の
の
た
え
ん
に
は
心
う
け
れ
」
と
い
っ
て
、
尺
人
の
譜
よ

り
た
ず
ね
い
だ
し
て
伝
え
た
と
い
う
じ
教
訓
書
の
巻
八
、長
笛
の
条
に
、

短
笛

ハ
尺
人
云
、
今

ハ
ロ
間
法
師
、
独
楽
吹
之
ロ

貞
保
親
Ｉ
吹
給
王
照
■
卜
云
楽

ハ
絶
テ
侍
リ
ケ
ル
ヲ
、

彼
親
上
尺
八
ヨ
リ
横
笛

ニ
ハ
ウ
ツ
サ
レ
タ
（暉

。

と
あ
る
。
さ
て
批
鳴
抄
の
大
食
調
曲
の
昭
君
山
の
山
締
物
語
に
よ
る
と

「
馬
の
上
に
う
つ
ぶ
し
に
ふ
し
て
、
死
な
む
と
す
る
に
、
つ
く
り
た
る

楽
な
り
。
こ
の
が
く
を
聞
録
ｋ

こ
の
な
げ
き
す
る
、
す
こ
し
な
ご
み
た

り
と
こ
そ
は
じ
る
し
た
な
れ
」
と
あ
る
。
洪
官
秋
の
筋
に
す
こ
し
近
よ

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

歌
舞
音
曲
の
世
界
の
み
な
ら
ず
、
造
型
的
な
つ
く
り
も
の
と
し
て
も


